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統
計
解
析
は
、
大
量
の
数
量
的
研
究
の
一
過
程
で
、
大
量
並
に
其
の
集
菌
性
の
安
定
的
な
る
結
果
を
求
め
る
た

め
小
川
前
油
所
の
、
{
大
量
刈
集
団
的
研
究
仰
過
程
で
あ
る
。
而
し
T
J
続
出
前
方
法
と
し
て
の
統
計
解
析
法
同
、
か
か

る
意
味
の
統
計
解
析
の
方
法
的
規
定
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
|
|
此
の
統
計
解
析
及
び
統
計
解
析
法
に
関
す
る
私

見
の
ヤ
般
は
1

慨
に
、
制
著
「
統
一
計
利
用
に
於
一
げ
る
基
本
問
題
L
に
於
い
て
論
じ
た
所
で
め
急
が
、
其
の
際
に
提
示

し
に
各
個
の
問
題
に
就
い
て
は
、
何
れ
も
同
一
の
見
地
か
ら
更
に
深
く
研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
営
然
で
、

此
等
の
問
題
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
先
の
一
般
的
規
定
に
封
し
具
躍
的
内
容
を
輿
へ
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ら
う
』

本
文
も
業
の
課
題
の
一
つ
で
、
統
計
解
析
の
意
義
・
問
題
を
、
業
の
出
接
貼
で
あ
る
統
計
値
集
圏
を
中
心
と
し
て

論
す
る
こ
と
に
在
る
。

ω
g
a伯円一

2
Fロ
個
々
印
一
山
と
い
ふ
語
は
、
統
計
串
殊
に
英
米
の
統
計
一
皐
に
於
い
て
慣
用
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
併
し
、



業
の
意
味
す
る
所
は
必
十
し
も
明
瞭
で
は
な
〈
、
僅
仁
そ
れ
ら
の
統
計
皐
が
問
題
と
す
る
内
容
か
ら
察
知
し
得
る

に
と
ど
ま
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
先
づ

ωrwE丘一一
nmH-

白コ同一
M
1

回一白

と
は
沼
恒
同
日
5
5
E
n
p
-
〉コ巳山、

2
0『
印
冨
吾
氏
円
己

回
目
ユ

g
帥
ち
統
計
系
列
の
数
理
的
解
析
と
解
し
て
差
支
な
い
で
あ
ら
う
。
其
の
限

b
に
於
い
て
、
そ
れ
ら
の
統
計

率
一
か
調
ふ
所
の
、
冨
町
民
H
O
骨
C

『
丸
山
巴
E
C
}
伊
ロ
即
守
山
町
或
は

盟
主
丘
町
即
日

8
2
V口
含
の
意
義
と
限
界
と
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
。
郎
ち
其
の
数
理
的
解
析
の
封
象
と
し
て
規
定
し
て
ゐ
る
統
計
系
列
は
、
私
の
謂
ふ
純
解
析
的
統
計

系
列
を
意
味
し
、
或
は
之
を
偲
一
定
し
て
ゐ
る
患
の
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
英
の
意
味
で
、

ωstar即日
g
c
r
o貯
は

あ
ら
ゆ
る
科
串
に
過
や
る
研
究
方
法
と
し
て
の
意
義

V
Eち
得
る
。
ポ
ク

V
1
の
云
ふ
如

t
、
ω宮巴丘一
2
の
知
識

は

μ川
も
外
岡
語
戒
は
代
蚊

ω知
識
に
色
時
へ
ら
み
ベ
需
品
の
に
は
惑
ひ
な
い
が
、
併
し
院
の
謂
ふ
所
円
山
住
民
円
引

は
、
膳
用
数
準
の
一
分
科
と
し
て
の
虫
色
三
宮
で
、
寧
ろ
、
冨
己
町
内
自
己

E
ご
E
E
F
G
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね

、
、
、
、

ば
な
ら
ぬ
。
確
か
に
そ
れ
は
何
虞
に
で
も
臆
用
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
但
し
決
し
て
無
傍
件
で
は
な
く
、
茸
(
の
臆
用

、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
，
、
、
、
、
、
、
、

3
れ
特
る
地
盤
の
存
す
る
限
り
に
於
い
て
で
あ
る
。
帥
ち
其
の
地
盤
と
は
、
此
等
の
数
理
的
方
法
が
、
ぞ
れ
白
憧

と
し
て
意
味
を
も
ち
得
る
た
め
の
前
提
或
は
傍
件
炉
、
質
際
に
奥
へ
ら
れ
る
統
計
系
列
に
於
い
て
満
足
さ
れ
る
乙

と
に
他
な

G
ぬ。

ω
g
H
U江
口
己
自
由
一
百
一
回
を
問
題
に
す
る
皐
者
は
、
此
等
の
数
理
的
方
法
の
、
枇
曾
・
粧
蹄
・
商
業
等
の
研
究
へ
の
鹿

用
を
説

t
炉
、
在
の
見
る
所
で
は
、
そ
れ
ら
に
於
け
る
統
計
系
列
の
性
質
を
何
等
吟
味
す
る
こ
左
な
〈
、
輩
に
、

表
面
的
・
形
式
的
に
数
理
的
方
法
を
営
持
め
て
見
た
と
云
ふ
に
過
ぎ
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
。
剖
ち
、
数
理
的
方
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第
一
ニ
十
八
巻

法
と
現
買
に
奥
へ
ら
れ
る
統
計
系
列
と
の
聞
に
何
等
の
聯
絡
が
な
い
。
而
も
之
を
以
て
盟
国
同
一
回
z
s
-
2
2
F色
町
と

、.、.、.、.

一
五
ひ
得
る
で
あ
ら
う
か
。
枇
曾
・
粧
持
・
商
業
等
の
研
究
方
法
で
あ
り
得
ょ
う
か
。

此
の
意
味
で
、
私
は
、
英
米
の
統
計
皐
の
多
く
い
か
謂
ふ
所
の
告
白
丘
町
E
一
同
当
日
行
宮
含
或
は

ζ
2
F
白
骨
え
え
と

-Mag-

統
計
解
析
に
於
け
る
基
礎
的
問
題

七
一
六

第

杭

八
六

世
田
氏
百
円
切
は
、
茶
の
櫨
仁
は
、
決
し
て
枇
曾
科
事
の
一
研
究
方
法
と
し
て
受
取
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
考
へ
る
者

で
あ
る
。
従
っ
て
、
な
の
謂
ふ
統
計
解
析
は
、
そ
れ
ら
の
統
計
畢
で
謂
ふ
所
の

味
合
同
一
ド
い
す
る
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
m

杭
郊
の
統
計
鼎
一
ヤ
は
、
統
計
解
析
仁
用
ひ

L
る
バ
凡
さ
致
問
一
的
方
枯
ら

其
の
根
懐
並
に
膳
用
を
研
究
し
て
来
た
が
、
ぞ
れ
は
、

E
こ
ま
で
も
敷
理
的
方
法
の
立
つ
前
提
の
下
に
於
い
て
で

あ
っ
て
、
一
般
的
に
統
計
系
列
そ
の
も
の
の
性
質
を
究
め
る
こ
左
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
腰
用
敷
皐
と
し
て

は
兎
に
角
、
統
計
撃
と
し
て
は
、
寧
ろ
、
此
の
統
計
系
列
の
性
質
を
究
め
数
理
的
方
法
の
適
用
の
地
盤
を
拓
き
、

或
は
其
の
意
味
を
も
っ
限
り
に
於
い
て
之
が
膳
用
を
計
る
こ
と
こ
そ
問
題
で
は
め
る
ま
い
か
。
而
し
て
統
計
解
析

に
於
げ
る
問
題
は
、
正
に
比
蕗
に
在
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
れ
、
立
の
謂
ふ
所
の
統
計
解
析
法
が
、
従
来
の

盟
主
忠
一
円
山
一
山
口
出
]
可
ω
一
切
と
業
の
一
志

そ
れ
と
同
じ
く
な
い

k
云
ふ
所
以
で
あ
る
。

か
か
る
見
地
か
ら
、
前
掲
拙
著
に
於
い
て
は
、
統
計
そ
れ
自
轄
の
性
質
か
ら
所
講
統
計
系
列
の
性
質
を
明
ら
か

に
し
た
の
で
み
る
が
、
本
文
に
於
い
て
は
、
統
計
値
集
圏
の
性
質
を
詳
説
し
て
、
統
計
解
析
の
問
題
を
更
に
具
檀

化
し
て
見
ょ
う
。

ー
ー



先
に
述
べ
仁
や
う
に
、
，
統
計
系
列
の
数
理
的
解
析
の
方
法
が
封
象
と
す
る
統
計
系
列
は
、
純
解
析
的
統
計
系
列

で
あ
る
。
純
解
析
的
統
計
系
列
は
、
純
解
析
的
統
計
集
圏
の
記
載
形
式
た
る
数
列
で
あ
る
。
純
解
析
的
統
計
集
圏

は
、
大
量
の
集
闇
的
研
究
の
本
来
の
目
的
を
建
せ
し
h

げ
る
解
析
的
集
固
た
る
意
味
に
於
い
て
、
純
解
析
的
集
圏
で

あ
る
が
、
併
し
、
解
析
的
集
圏
が
純
解
析
的
集
園
た
る
た
め
に
は
一
定
の
要
件
を
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
克
来
.
集
園
的
研
究
方
法
は
、
理
論
的
に
解
剖
分
析
し
て
合
法
則
性
を
見
出
す
こ
止
が
困
難
或
は
不
可
能
な
る

場
合
に
於
い
て
、
而
志
賀
験
的
方
法
の
採
用
が
許
さ
れ

5
る
事
情
の
下
で
、
採
ら
れ
る
所
の
一
佃
の
研
究
方
泌
ぷ

他
な
ら
ぬ
。
所
調
大
教
観
察
は
、
換
言
す
れ
ば
集
閏
的
観
察
で
、
佃
別
的
存
在
を
一
固
と
し
て
観
察
す
る
こ
と
ド

よ
り
、
共
の
集
固
に
現
れ
た
集
囲
性
子
以
て
、
個
別
的
存
在
の
一
般
性
或
は
通
有
性
と
見
ょ
う
と
す
る
勤
に
特
質

M
j
M
h
)

ら
つ
に

V
7
3
0
A刊
も
F
U
l
-
-
市
総
h
J
S
到
し
命
力
二
び
工
工
ノ
二
本

E
q
H什“雪』
U

ノ
F
L
1
品
位
向
。
主
主
句

K

4

L

'

d

d

副
、

:
R
I斗
f
d割
自
由
J

一
主
面
白

i
v
t
1
1
l
れ奇襲
-
H
2
3
l
E
l
v
J
J
骨
E
首
議
長
自

t

結
果
を
求
h
u

る
黙
に
於
い
て
、
質
職
的
方
法
に
劃
立
す
る
研
究
方
法
と
し
て
の
存
在
の
意
義
を
主
張
す
る
。

然
ら
ぱ
、
如
何
な
る
根
壌
に
於
い
て
、
か
か
る
集
圏
の
集
圏
性
が
其
の
構
成
因
子
ヤ
成
す
個
別
的
存
在
の
一
般

性
或
は
通
有
性
と
し
て
認
め
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
か
。
常
識
的
に
は
、
大
教
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
規
則
性

を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
と
云
ひ
、
之
を
以
て
集
聞
的
研
究
方
法
の
根
譲
左
考
へ
て
ゐ
る
が
、
而
し
て
そ
れ
は
通

格
統
計
拳
の
唯
一
の
理
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
要
す
る
に
、
集
園
性
の
安
定
性
と
集
圏
の
構
成
因
子
の
敷
町
ち

集
聞
の
大
い
き
と
の
聞
に
一
定
の
閥
係
の
成
立
す
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
、
常
識
的
に
云
ふ
に
と
ど
ま
り
、
如
何

な
る
場
合
に
か
か
る
闘
係
が
成
立
し
得
る
か
を
明
ら
か
に
し
な
い
。
然
白
る
に
、
此
の
不
充
分
な
る
考
が
憤
張
さ
れ

統
計
解
析
に
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け
る
基
礎
的
問
題
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て
、
統
計
方
法
の
基
礎
は
大
教
法
則
に
在
り
と
云
ひ
、
何
ん
で
も
深
山
の
統
計
材
料
密
集
積
す
れ
ば
、
研
究
の
日

的
を
遣
し
得
る
か
に
誤
解
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
が
決
し
て
砂
な
〈
は
な
い
。

即
ち
、
か
か
る
閥
係
が
成
立
し
得
る
が
た
め
に
は
、
何
ん
で
も
集
聞
を
構
成
す
れ
ば
い
う
と
云
ふ
色
の
で
は
な

〈
、
先
づ
構
成
さ
れ
る
集
団
ド
、
・
少
な
く
と
も
集
閣
を
構
成
す
る
目
的
|
|
集
圏
的
研
究
の
目
的
|
|
に
趨
ふ
も

の
で
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
あ
。
剖
も

1
倒
別
的
再
庇
の
一
般
悦

L
し
1
問
題
に
す
る
方
向
の
集
間
性
が
常
議
集
岡
山
脈
い
て
明
確
γ
山
根
へ
特
る
こ
土

伊
集
闘
性
の
強
度
の
安
定
性
が
測
り
得
る
こ
と
、

が
其
の
保
件
で
め
る
。
蓋
し
、
集
圃
的
研
究
の
目
的
と
す
る
所
は
、
個
別
的
存
在
の
特
定
性
質
に
就
い
て
葉
の
一

般
性
を
捉
へ
る
こ
と
に
在
る
。
従
っ
て
構
成
さ
れ
ろ
集
聞
に
於
い
て
、
ぞ
れ
が
集
固
性
と
し
て
明
確
に
捉
へ
得
る

も
の
で
な
け
れ
ば
、
か
か
る
集
圏
を
構
成
し
た
虞
で
無
意
味
で
あ
る
。
か
〈
の
如
き
集
固
の
大
い
さ
を
如
何
に
大

に
し
に
所
で
、
そ
れ
は
徒
勢
で
あ
ら
う
。
併
し
集
圏
性
が
明
確
に
捉
へ
ら
れ
る
に
し
て
も
、
某
の
強
度
の
安
定
性

が
測
り
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
十
ん
ぱ
、
結
果
が
如
何
な
る
程
度
ま
で
一
般
的
に
委
営
す
る
か
を

知
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
め
ら
う
。
研
究
方
法
に
る
限
hJ
、
結
果
の
一
般
妥
営
限
界
或
は
確
質
性
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
、
か
か
る
集
圏
構
成
の
目
的
は
、
軍
に
集
閣
を
記
載
す
る
の
で
は
な
く
、
ヂ
」

れ
に
よ
っ
て
一
定
の
推
論
の
根
醸
と
す
る
こ
と
に
在
る
か
ら
で
あ
る
。

然
ら
ぱ
.
か
か
る
要
求
を
満
足
す
る
集
囲
は
具
睦
的
に
如
何
な
る
集
固
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
在
は
、
此



の
種
の
集
圏
構
成
要
件
と
し
て
、
間
集
圏
性
の
方
向
を
章
一
特
定
し
得
る
こ
と
、
間
集
闇
の
大
い
き
を
無
限
に
大

な
ら
し
め
得
る
こ
と
、
の
二
つ
を
奉
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
以
下
に
之
を
説
明
し
よ
う
。

-
集
固
性
の
方
向
ぞ
軍
一
特
定
し
得
る
こ
と
。
問
題
た
る
集
固
性
の
方
向
が
営
該
集
固
に
於
い
て
明
確
に
捉
へ

得
る
た
め
に
は
、
此
の
特
定
方
向
の
集
囲
性
が
現
れ
、
而
も
そ
れ
の
み
の
現
れ
る
こ
と
を
傑
件
左
す
る
。
若
し
集

聞
怯
の
方
向
が
特
定
せ
や
、
而
色
多
方
向
に
愛
現
す
る
場
合
に
於
い
て
は
、
問
題
と
し
て
ゐ
る
特
定
方
向
の
集
固

性
の
強
度
と
集
圏
の
大
い
さ
と
の
聞
に
純
梓
な
る
依
存
関
係
を
成
立
せ
し
か
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
併
し
、

特
定
方
向
の
集
圃
性
が
軍
一
に
愛
現
す
る
場
合
に
は
、
業
の
強
度
は
、
た
J
3

集
圏
の
大
い
き
の
み
に
依
存
す
る
か

ら
、
怖
の
補
者
の
閥
係
骨
量
的
に
規
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
即
ち
営
該
集
閤
性
の
存
在
戒
は
後
現
を
叩
単
一

な
る
傑
件
の
下
に
於
い
て
、
之
を
明
確
に
量
的
に
表
現
し
得
る
基
礎
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。

か
か
る
集
聞
を
構
成
因
子
た
る
個
別
的
存
在
に
就
い
て
云
へ
ば
、
各
個
の
個
別
的
存
在
は
、
問
題
た
る
特
定
方

向
の
集
囲
性
に
開
し
で
は
其
の
性
質
或
は
程
度
を
異
に
す
る
が
、
他
の
性
質
に
就
い
て
は
、
他
方
向
の
集
圃
性
の

存
在
或
は
費
現
を
一
不
す
に
足
る
強
度
を
奥
へ
る
が
如
き
差
異
を
有
せ
ぬ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
簡
単
に
云
へ

ば
、
問
題
℃
る
集
囲
性
の
方
向
に
就
い
て
は
業
の
性
質
を
異
に
す
る
が
、
他
の
性
質
を
同
一
に
す
石
個
別
存
在
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
但
し
、
賞
際
問
題
と
し
て
、
理
論
的
分
析
は
不
可
能
で
あ

り
、
貫
駿
は
許
さ
れ
ぬ
勢
象
を
問
題
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
他
の
性
質
が
同
一
で
あ
る
主
苫
ふ
確
謹
を
奉

げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
場
合
に
採
り
得
る
方
法
は
、
抽
象
的
・
理
論
的
に
、
問
題
た
る
集
囲
性
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問
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の
存
在
或
は
後
現
に
就
い
て
擾
乱
或
は
阻
害
の
原
固
と
な
る
集
固
性
の
方
向
を
規
定
し
、
此
の
集
園
性
の
強
度
を

見
る
よ
り
他
は
な
い
。
而
し
て
問
題
に
る
集
固
性
の
強
度
に
比
し
て
、
此
等
の
集
間
性
の
強
度
が
極
め
て
小
な
る

一
般
的
・
抽
象
的
に
は
、
同
一
保
件
の
下
に
於
け
る

も
の
で
め
れ
ば
之
そ
無
規
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

個
別
的
存
在
を
以
て
構
成
悶
子
と
す
る
と
も
一
再
へ
る
が
、
業
の
意
・
味
は
、
右
の
揖
鼠
或
は
阻
害
原
因
を
成
す
と
認

め
ら
れ
る
集
囲
性
の
強
度
な
出
来
る
だ
け
小
な
ら
し
め
得
る
程
度
の
傑
件
の
同
一
一
性
で
あ
る
。

印
ら
一
、
集
閣
の
構
成
四
千
十
円
る
個
別
的
符
羽
仁
就
い
て
一
五
や
も
、
個
別
酌
一
都
在
ey
制
別
酌
本
在
L
L
L
τ
各
個
ド

見
る
の
で
は
な
く
、
個
別
的
存
在
が
一
個
の
集
圃
の
会
睡
的
闘
係
に
於
い
て
見
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
問

題
は
、
構
成
さ
れ
た
る
集
園
自
韓
に
在
っ
て
、
之
が
構
成
因
子
た
る
各
個
の
個
別
的
存
在
に
就
い
て
存
す
る
も
の

で
は
な
い
か
ら
で
め
る
。
従
っ
て
、
先
に
識
ベ
た
る
が
如
く
、
か
か
る
集
圏
は
、
軍
一
に
し
て
特
定
せ
あ
方
向
の

集
圏
性
を
も
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
一
般
的
に
規
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

2
集
囲
の
大
い
さ
を
無
限
に
増
大
し
得
る
こ
と
、
卸
ち
、
集
閣
の
構
成
因
子
に
る
個
別
的
存
在
の
載
が
限
定
せ

ら
れ
子
、
之
を
無
限
に
増
加
し
得
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
川
刊
の
要
件
を
満
足
す
る
集
固
で
あ
る
限
b
、
其
の
問

題
と
す
る
特
定
方
向
の
集
圏
性
の
強
度
が
集
圏
の
大
い
き
に
依
存
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
め
る
が
、
然
ら
ば
、
集

圏
の
大
い
き
を
却
何
に
規
定
し
た
ら
い
〉
の
で
め
る
か
、
某
の
基
準
が
奥
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
論
理
的
に

は
、
其
の
集
圃
性
の
存
在
或
は
接
現
せ
し
な
る
場
合
の
全
部
を
査
す
と
き
に
於
い
て
の
み
、
之
が
固
有
す
る
強
度

が
求
め
ら
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
慨
に
、
問
題
自
躍
が
集
囲
的
研
究
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
、
か
か
る
原
因
の
究



明
の
不
可
能
な
る
こ
と
を
前
提
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
を
査
す
な
ど
と
云
ふ
こ
と
は
出
来
な

い
相
談
で
あ
る
。
従
っ
て
、
消
極
的
に
、
集
圏
を
特
定
の
大
い
き
に
制
限
せ
ぬ
、
換
言
す
れ
ば
、
集
聞
の
大
い
さ

を
無
限
に
増
大
し
得
る
こ
と
を
.
此
の
集
圃
の
性
質
と
し
て
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

併
し
此
等
の
規
定
で
は
、
此
の
二
要
件
を
満
足
す
る
集
圏
に
於
い
て
其
の
特
定
方
向
の
集
間
性
の
強
度
は
集
園

の
大
い
き
に
依
存
し
、
且
つ
集
聞
の
大
い
さ
を
任
意
に
増
大
し
て
其
の
強
度
を
盤
ぜ
し
め
得
る
こ
止
を
一
五
ふ
に
過

ぎ
向
。
強
度
の
安
定
性
は
比
の
規
定
の
限
り
で
は
測
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
七
三
艦
験
的
に
、
我
々
は
、
か
か
る
集

聞
に
於
い
て
、
集
聞
の
大
い
さ
を
増
大
す
る
に
件
ひ
、
撲
の
特
定
方
向
の
集
闇
牲
の
強
度
が
一
定
の
極
限
値
に
近

逸
す
る
事
買
や
-
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
印
?
っ
、
集
聞
の
大
い
き
を
無
限
に
大
な
ら
し
り
る
時
比
の
集
聞
の
集
圃
性

は
極
限
値
診
も
っ
こ
L
〈
川
知
ら
れ
る
。
此
の
極
限
佐
佐
幡
市
中
(
ぺ

~ωγtnnr一己主
dr一心
L
}
咋
hHA

江
戸
つ
ぱ
、
集
閣
の

一
定
の
大
い
き
に
於
い
て
示
す
強
度
は
、
此
の
確
率
を
基
準
に
し
て
其
の
安
定
性
を
測
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら

う
。
印
ち
、
右
の
二
要
件
を
満
足
す
る
集
固
で
あ
る
限
り
、
特
定
方
向
の
集
圃
性
の
強
度
を
一
定
の
安
定
性
を
以

て
一
市
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
集
闇
的
研
究
の
目
的
は
、
か
か
る
集
闘
を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の

み
遣
し
得
ら
れ
る
。
在
は
、
之
を
純
解
析
的
集
圏
と
呼
ぷ
。
所
謂
大
教
法
則
(
の
何
回
巾
H
N

仏

2
q
o山

田

g
N与一
2
)
と

は
、
純
解
析
的
集
圏
に
於
い
て
、
集
闇
性
の
強
度
の
安
定
性
と
集
図
の
大
い
き
と
の
閥
係
を
規
定
せ
る
も
の
に
他

な
ら
ぬ
。

然
る
に
、
先
に
過
べ
た
る
が
如
〈
、
大
教
法
則
を
常
識
化
し
で
、
大
教
を
観
察
す
れ
ば
規
則
性
が
現
れ
る
と
い
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ふ
程
度
の
も
の
で
は
、
之
を
以
て
集
国
的
研
究
方
法
が
科
串
的
な
る
一
の
研
究
方
法

t
し
て
成
立
し
得
忍
根
擁
ー
と

す
お
こ
と
は
出
来
な
い
。
蓋
し
之
含
以
て
し
で
は
、
集
囲
性
の
強
度
の
安
定
性
を
測
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
で

め
令
。
ま
た
従
来
の
多

t
の
確
率
論
で
謂
ふ
所
の
大
数
法
則
は
、
或
事
象
の
先
験
的
確
率
ム
」
葉
の
脅
現
の
強
度

ι」

の
闘
係
を
規
定
し
た
敷
皐
上
の
命
題
で
、
之
を
以
て
直
ら
に
鰹
験
世
界
に
成
立
し
得
る
法
則
正
は
な
し
得
な
い
か

ら
、
従
っ
て
、
集
間
的
研
究
一
方
法
の
根
燦
と
す
る
こ
と
は
出
来
向
。
併
し
、
自
撚
現
象
」
酬
は
献
曾
判
明
郵
ド
て
も
人

口
現
象
の
如
き
に
於
い
て
は
、
特
定
事
象
の
観
察
敷
の
大
な
る
場
合
に
其
の
後
現
の
強
度
が
安
定
な
る
こ
と
は
]

事
質
経
験
す
る
所
で
、
こ
こ
に
敷
島
南
な
る
大
教
法
則
の
趨
用
が
問
題
に

5
れ
、
趨
用
の
理
論
的
基
礎
を
奥
《
る

こ
と
が
殊
に
数
理
統
計
挙
者
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
が
、
結
局
類
推
以
上
の
意
味
は
な
い
や
う
に
思
は
れ
4
9
0

此

の
駄
に
就
い
て
は
、
大
教
法
則
自
躍
を
論
争
る
別
稿
に
譲
h
、
暫
〈
探
〈
問
は
ぬ
が
、
其
の
出
費
貼
で
あ
る
先
験

的
確
率
そ
の
も
の
が
根
本
的
な
問
題
で
あ
ら
う
。
此
の
意
味
に
於
い
て
、
確
率
を
経
験
的
な
立
場
に
於
い
て
規
定

す
る
確
宰
論
こ
そ
、
集
国
的
研
究
方
法
の
数
理
的
基
礎
理
論
と
し
て
採
ら
る
べ
き
色
の
と
考
へ
る
。
ミ

1
ゼ
ス
は
、

か
か
る
見
地
に
於
い
て
、
先
づ
英
の
前
提
と
し
て
穴
o=目
E
〈
を
規
定
し
、
業
の
規
定
の
下
に
確
率
を
周
題
に
し

て
ゐ
る
が
時
此
の
貼
に
於
い
て
花
見
は
全
く
同
一
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
在
の
謂
ふ
所
の
純
解
析

的
集
圏
は
、
ミ

T
ゼ
ス
の
内
。
-
r
E
Z
と
同
一
の
集
固
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
は
拙
稿
「
艦
持
統
計
論
の
性
質
に
闘
す

る
一
考
察

4

一
に
於
け
る
忍
見
の
展
開
で
、
従
っ
て
、
業
の
規
定
以
仕
方
を
異
に
す
る
凶

か
く
の
如
き
集
圏
に
於
い
て
の
み
、
集
圏
的
研
究
方
法
の
本
来
の
科
率
的
意
義
一
小
満
足
さ
れ

何
れ
に
し
て
色
、

C五 ArneFisher. Matbe皿 aticalTheory of -Probabilities， New York [922. Ch. 
VII. 
lIugo FOTcher， Die statistische Methode 
Leipzig '9'3， S. 211. 

2) Cf. Julian Lowell Coolidge， An Introduction to Mathematical probability， 
Oxford '925， Ch. 1.' 
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る
と
す
れ
ば
、
大
量
の
集
園
的
研
究
に
於
い
て
も
、
大
量
の
解
析
的
集
圃
即
ち
解
析
的
統
計
集
圏
が
純
解
析
的
集

固
た
る
限
り
仁
於
い
て
、
集
国
的
研
究
本
来
の
目
的
を
蓮
す
る
こ
と
が
出
来
る
k
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら

ぱ
、
大
量
を
構
成
困
子
と
す
る
集
圏
印
ち
一
般
に
統
計
値
集
圏
に
於
い
て
、
前
通
の
要
件
は
如
何
に
満
足
さ
れ
る

で
あ
ら
う
か
、
先
づ
統
計
低
集
囲
の
性
質
を
検
討
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
。

.---

v

統
計
値
集
聞
は
大
量
の
解
析
的
集
聞
で
あ
る
。
解
析
的
集
聞
で
あ
る
限
h
ノ、

一
定
の
目
的
を
以
て
、

一
定
の
理

論
的
根
蝶
仁
於
一
-r
て
構
成
し
仁
る
集
聞
で
あ
る
こ
止
は
地
べ
る
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
統
計
値
集
閣
の
性
質
は
、

之
が
構
成
岡
子
れ
い
る
大
量
自
悼
の
性
質
と
之
営
解
析
的
集
問
と
し
て
構
成
す
る
目
的
と
い
い
よ
っ
て
規
定
さ
れ
あ
乙

と
も
ま
七
明
ら
か
で
あ
る
。
併
し
統
計
値
集
圏
構
成
の
目
的
は
、
偲
令
、
具
憧
的
の
場
合
に
於
い
て
如
何
に
制
約

さ
れ
よ
う
と
も
、
根
本
的
に
は
、
大
量
を
構
成
因
子
と
す
る
純
解
析
的
集
聞
を
構
成
し
、
其
の
集
間
性
を
捉
へ
る

こ
と
、
集
囲
的
研
究
本
来
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
に
在
る
。
従
っ
て
、
統
計
値
集
閣
の
性
質
炉
、
専
ら
其
の
構
成

因
子
た
る
大
量
の
性
質
に
規
定
き
れ
る
し
、
ま
た
規
定
さ
れ
ま
る
を
得
な
い
。
而
し
て
、
統
計
値
集
囲
の
性
質
と

し
て
問
題
に
な
る
賠
は
、
前
適
の
却
〈
、
そ
れ
が
大
量
の
解
析
的
集
固
と
い
ふ
特
別
な
る
解
析
的
集
聞
の
ゆ
ゑ
に
、

果
し
て
、
純
解
析
的
集
固
と
し
て
の
性
質
を
も
ち
得
る
や
否
や
に
闘
し
て
ゐ
る
。
若
し
す
べ
て
の
統
計
値
集
圏
が

純
解
析
的
集
固
で
あ
る
な
ら
ば
問
題
は
極
め
て
筒
軍
で
、
統
計
解
析
は
、
(
解
析
的
)
統
計
系
列
の
数
理
的
解
析
に

蹄
す
る
。
併
し
統
計
値
集
閣
が
必
令
し
も
純
解
析
的
集
圏
で
な
い
と
す
れ
ば
、
ぞ
れ
は
如
何
な
る
理
由
で
其
の
性

統
計
解
析
に
於
け
る
基
礎
的
問
題

第
三
十
八
巻

七
二
三

第
三
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統
計
解
析
に
於
け
る
基
礎
的
問
題

第
三
十
八
巻

七

四

第

就

ずL
四

質
を
も
ち
特
な
い
か
、
而
し
て
又
‘
純
解
析
的
集
聞
な
ら
F
る
統
計
値
集
圏
一
か
解
析
的
集
聞
と
し
て
如
何
な
る
意

義
・
性
質
密
色
つ
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
な
げ
れ
ば
な
ら
目
。
蓋
し
、
然
ら
や
ん
ぱ
、
統
計
解
析
の
科
事

的
意
義
も
、
ま
に
其
の
方
法
を
も
知
る
乙
と
は
出
来
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、
統
計
解
析
法
の
根
球
・
基
礎
と

じ
て
、
統
計
値
集
聞
の
性
質
を
、
右
の
如
き
甑
酷
か
ら
之
を
朗
ら
か
に
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
名
正
一
耳
は

ね
ば
な
ら
ぬ
。

慨
に
地
ベ
に
や
う
に
、
統
計
値
集
聞
の
位
慣
を
規
定
寸
お
も
の
は
.
北
一
の
耕
成
制
千
七
山
市
大
量
で
め
る
。
向
山
論

大
量
が
構
成
困
子
で
め
る
と
云
っ
て
も
、
統
計
値
集
聞
の
構
成
因
子
た
る
大
量
は
、
特
定
の
方
向
の
集
圃
性
に
就

い
て
の
み
之
を
問
題
に
す
る
の
で
、
他
の
方
向
の
集
剛
性
は
此
の
場
合
聞
は
な
い
の
で
め
忍
。
こ
れ
は
、
統
計
値

集
圏
構
成
の
目
的
か
ら
営
然
の
こ
と
で
あ
る
。
併
し
統
計
値
集
圏
い
か
、
解
析
的
集
圏
た
る
た
め
に
は
、
第
一
要
件

と
し
て
、
問
題
た
る
方
向
の
集
囲
性
以
外
の
他
の
方
向
の
集
囲
性
に
就
い
て
構
成
因
子
た
る
各
個
の
大
量
が
同
一

で
め
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
先
に
遮
べ
七
る
意
味
に
於
い
て
少
な
く
と
も
同
一
と
見
倣
さ
れ
得
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
大
量
は
、
一
枇
舎
的
・
歴
史
的
存
在
で
あ
る
。
般
令
、
同
種
の
大
量
で
あ
っ
て
も
、
其
の
存

在
の
時
を
異
に
し
、
或
は
存
在
の
場
所
を
異
に
す
る
限
り
、
何
れ
も
其
の
集
圏
性
を
異
に
す
る
色
の
と
見
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
若
し
然
り
と
す
れ
ば
、
統
計
値
集
圏
は
、
そ
れ
が
大
量
を
構
成
因
子
と
す
る
解
析
的
集
聞
に
る
性
質

上

一
躍
は
、
純
解
析
的
集
固
た
る
性
質
を
も
た
ぬ
も
の
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

此
の
離
が
他
の
解
析
的
集
固
と
異
な
る
所
で
あ
る
。
例
へ
ば
自
然
科
率
的
研
究
に
於
い
で
、
集
囲
的
研
究
の
方



誌
を
採
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
於
い
て
も
.
な
ほ
解
析
的
集
圃
の
構
成
閃
子
た
る
佃
檀
に
封
し
、

の
存
在
傭
件
を
規
定
し
、
或
は
規
定
せ
ら
れ
た
る
存
在
傑
件
を
満
足
す
ろ
倒
瞳
を
謹
揮
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

が
、
併
レ
大
量
の
解
析
的
集
圏
の
場
合
に
は
、
大
量
自
檀
は
、
人
活
的
に
は

E
う
に
も
出
来
ぬ
存
在
で
あ
る
。
従

っ
て
、
構
成
困
子
自
瞳
に
就
い
て
は
、
会
〈
奥
へ
ら
れ
た
俸
件
を
其
の
僅
に
受
取
る
よ
り
他
は
な
い
。
然
ら
ば
、 一

定

存
在
の
場
所
を
同
一
に
す
る
同
種
大
量
で
も
、
な
ほ
存
在
の
時
ぞ
異
に
す
る
限
り
、
決
し
て
存
在
保
件
を
同
一
に

一
般
的
に
云
っ
て
、
統
計
値
集
聞
は
、
ぞ
れ
自
瞳
と

す
る
構
成
因
子
と
し
て
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ぞ
れ
で
、

し
て
は
、
純
解
析
的
集
閣
の
性
質
金
色
つ
も
の
で
は
な
い
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

但
し
特
別
な
場
合
と
し
て
、
同
種
大
量
一
か
存
在
の
時
を
具
に
し
一
"
し
色
、
現
に
、
統
計
値
集
閣
に
於
い
て
問
題
と

す
る
集
間
性
に
闘
す
石
限
h，J

可
異
な
石
廊
在
傑
件
に
在
る
も
の
と
考
へ
る
必
要
の
な
い
場
令
、
或
は
、
存
在
保
件

を
異
に
す
る
と
主
張
す
る
積
極
的
根
壌
を
示
し
得
な
い
場
合
に
は
、
一
底
、
此
等
の
大
量
を
構
成
因
子
と
す
る
統

計
値
集
聞
は
、
之
脅
純
解
析
的
集
圏
と
し
て
扱
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
此
の
趨
例
は
出
生
児
大
量
で
あ
る
。
此
の
大

量
の
事
間
性
の
方
向
と
し
て
瞳
性
を
採
っ
た
場
合
、
偲
令
、
此
の
大
量
が
吐
曾
的
・
歴
史
的
な
る
制
約
を
受
け
る

に
し
て
も
、
そ
れ
が
睡
眠
性
に
及
ぽ
す
関
係
を
積
極
的
に
一
不
す
こ
と
は
出
来
ぬ
o

寧
ろ
、
自
然
的
原
因
に
よ
る
色
の

と
考
へ
ら
れ
、
耐

6
其
の
因
果
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
。
従
っ
て
、
か
か
る
場
合
に
は
各
個
の
出
生
児
大
量
が
存

在
の
時
を
異
日
し
て
色
之
を
無
頑
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

自
然
的
要
因
の
作
用
す
る
部
面
が
虞
〈
、
而
も
枇
曾
的
要
因
の
作
用
が
微
弱
或
は
緩
慢
な
る
人
口
大
量
、
例
へ

第
三
一
十
八
巻

統
計
解
析
に
於
け
る
基
礎
的
問
題

ーヒ

lI. 

第

波

九
点L



統
計
解
析
に
於
け
る
基
礎
的
問
題

第
三
十
八
巻

第

器量

七
二
六

九
ノ、

ば
苑
巴
者
大
量
の
如
き
を
構
成
因
子
と
す
る
統
計
値
集
固
の
如
き
は
、
或
る
制
限
の
下
に
於
い
て
、
純
解
析
的
集

固
と
見
倣
す
こ
と
が
出
来
る
。
保
険
に
於
け
る
死
己
表
の
作
成
の
根
擦
の
知
き
も
此
底
に
在
る
需
で
、
統
計
皐
者

が
大
教
法
則
の
適
用
例
と
し
て
、
好
ん
で
人
口
を
問
題
に
す
る
の
も
、
買
に
か
か
る
意
味
に
於
い
て
で
あ
る
。
併

し
乍
ら
、

rか
ら
と
一
五
っ
て
、
か
く
の
如
き
特
殊
な
大
量
を
構
成
因
子
と
す
る
統
計
値
集
聞
を
問
題
に
し
に
の
で

は
、
括
計
値
集
閏
の
一
般
的
性
質
の
誰
明
に
な
ら
ぬ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
来
の
統
計
皐
は
、
寧
ろ
h
y

か
3

特
例
に
出
殺
し
て
一
般
的
統
計
解
析
や
論
中
る
傾
向
が
見
ら
れ
お
の
併
し
か
か
る
特
獄
な
場
A
V

じ
於
付
る
解
析
方

法
を
以
て
、
統
計
値
集
圃
の
解
析
方
法
師
ち
統
計
解
析
法
と
す
る
こ
と
は
意
味
を
な
ぎ
な
い
で
め
ら
う
也
蓋
し
そ

れ
ら
の
解
析
に
用
ひ
ら
れ
る
数
理
的
方
法
が
意
味
を
も
ち
得
る
地
盤
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
統
計
解
析
を
問
題
に
す
る
場
合
.
先
づ
統
計
値
集
聞
を
貫
一
の
性
質
に
従
っ
て
国
別
し
て
置
く
必
要
が

あ
る
。
い
ま
.
純
解
析
的
集
圏
を
基
準
に
し
て
見
れ
ば
、
其
の
性
質
舎
も
つ
も
の
(
純
解
析
的
統
計
集
圏
)
と
然
ら

ぎ
る
も
の
と
に
直
別
し
得
ペ
〈
、
然
ら
が
己
る
も
の
は
、
(
車
な
る
)
解
析
的
統
計
集
固
と
非
解
析
的
統
計
集
聞
と
に

区
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
此
の
貼
に
就
い
て
は
、
慨
に
忍
の
論
じ
七
所
で
あ
る
か
ら
、
此
蕗
に
は
繰

り
返
さ
な
い
が
、
統
計
値
集
聞
を
か
く
の
如
〈
直
別
し
て
業
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
統
計
値
集
固
に

よ
る
集
閣
的
研
究
方
法
及
び
業
の
結
果
の
も
つ
科
皐
的
意
義
を
知
る
上
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
置

き
た
い
。
蓋
し
、
集
園
的
研
究
の
貫
際
的
な
手
績
は
、
此
等
の
統
計
値
集
圏
を
基
礎
に
し
で
構
成
さ
れ
た
る
統
計

系
列
却
も
解
析
的
統
計
系
列
に
出
費
す
る
も
の
ピ
か
ら
で
あ
る
。

拙著、統計利用に於ける基本問題 p.264・以下。



然
る
に
、
従
来
謂
は
れ
て
ゐ
る

虫
色
注
目
白
一
三
】
と
い
お
一
回
に
於
い
て
は
、
統
計
系
列
を
単
に
形
式
的
に
の
み
見
て

ー
先
に
遁
べ
た
る
が
如
〈
、
そ
れ
ら
の
前
提
す
る
限
り
で
は
営
然
で
あ
る
が
|
之
佐
賀
質
的
・
内
容
的
に
見
な
い

か
ら
、
印
ち
統
計
系
列
が
解
析
的
統
計
系
列
で
あ
り
、
解
析
的
統
計
集
圏
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
識

し
な
い
か
ら
、
従
っ
て
(
草
な
る
)
解
析
的
統
計
系
列
と
守
純
解
析
的
統
計
系
列
の
匝
別
の
存
す
る
こ
と
を
認
め
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
純
解
析
的
統
計
系
列
の
数
理
的
解
析
法
を
以
て
、
す
べ
て
の
(
解
析
的
)
統
計
系
列

の
解
析
方
法
と
し
た
が
、
併
し
、
上
越
の
知
く
、
解
析
的
統
計
集
聞
の
大
部
分
は
、
先
づ
単
な
る
解
析
的
統
計
集

閣
と
認
む
べ
き
で
あ
る
限
り
、
統
計
系
列
は
、
(
翠
な
る
)
柳
川
析
的
統
計
系
列
炉
本
開
ぞ
成
す
も
の
と
考
へ
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
、
統
計
解
析
は
、
軍
な
る
教
理
的
解
析
で
は
な
く
、
此
の
系
列
に
よ
っ
て
集
圃
的
研
究
の
日

的
ぞ
謹
す
る
手
捕
で
あ
り
め
統
計
解
析
段
位
、
之
が
右
法
的
規
定
ぜ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
、
沌
柳
川
析
的
統
計

系
列
は
、
集
間
的
研
究
の
本
道
で
あ
り
、
従
っ
て
統
計
解
析
の
基
準
に
は
遠
ひ
な
い
が
、
之
が
具
鱒
的
な
客
瞳
で

め
る
こ
と
は
寧
ろ
稀
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ゆ
ゑ
に
、
統
計
解
析
法
の
問
題
は
b

(

車
な
る
)
解
析
的
統
計

系
列
の
解
析
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
比
の
賠
は
従
来
金
〈
看
過
ぎ
れ
た
所
で
あ
る
。
従
つ

τ、
準
問

と
し
て
の
統
計
拳
に
於
い
て
は
、
統
計
解
析
法
の
意
義
と
問
題
と
を
明
確
に
捉
へ
得
な
い
こ
と
と
な
h
J
、
質
際
の

統
計
の
利
用
に
向
つ
て
は
、
統
計
解
析
に
於
け
る
教
理
的
方
法
の
適
用
に
就
い
て
誤
解
を
生
ぜ
し
む
る
悶
を
な
し

た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

四

統
計
解
析
に
於
け
る
基
礎
的
問
題

第
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十
八
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統
計
解
析
に
於
け
る
基
礎
的
問
題

第
三
十
人
容

七
二
八

第

披

丸
F、

軍
な
る
解
析
的
統
計
系
列
に
出
援
す
る
限
り
、
然
ら
ば
、
ぞ
れ
に
就
い
て
何
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
か
。
之

に
答
へ
る
た
め
に
は
、
先
づ
之
が
統
計
解
析
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
其
の
意
味
は
突
の
何

れ
か
で
あ
ら
う
。

-
単
な
る
解
析
的
統
計
系
列
に
就
い
て
も
、
な
ほ
集
間
的
研
究
の
本
来
の
目
的
を
買
現
す
る
こ
と
を
期
し
て
、

純
解
析
的
統
計
系
列
に
劃
す
る
敏
理
的
方
法
の
適
用
伝
問
題
に
す
る
な
ら
ば
、
之
に
意
味
あ
ら
し
か
る
た
め
に
、

系
列
を
制
整
し

τ、
之
を
純
刷
用
析
的
統
計
系
列
と
同
一
に
扱
ひ
得
る
だ
け
の
根
擦
を
奥
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

2
純
解
析
的
統
計
系
列
の
解
析
と
は
別
個
の
根
濠
に
於
い
て
、
単
な
る
解
析
的
統
計
系
列
に
は
、
ぞ
れ
自
韓
の

別
個
の
解
析
の
意
味
を
奥
へ
、
其
の
意
味
に
於
い
て
、
大
量
の
集
聞
的
研
究
の
目
的
を
達
す
る
一
手
段
と
す
る
。

第
一
の
場
合
で
は
、
車
な
る
解
析
的
統
計
系
列
の
補
整
が
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
に
補
整
と
い
ふ
の
は
、
ま
に
純

化
と
も
云
へ
る
で
あ
ら
う
。
郎
ち
、
此
の
系
列
の
各
項
の
値
は
、
各
個
の
大
量
の
特
定
方
向
の
集
囲
性
を
示
す
も

の
で
あ
る
が
、
各
大
量
は
、
同
種
で
は
あ
る
が
存
任
の
障
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
其
の
結
果
と
し
て
、
系
列
の
各
項

の
値
に
影
響
を
奥
へ
る
二
個
の
異
質
的
な
も
の
を
合
ん
で
ゐ
る
。

イ
大
量
は
同
種
で
は
め
る
が
、
其
の
存
在
を
異
に
す
る
た
め
に
、
主
(
の
質
を
異
に
す
る

各
個
の
方
向
の
集
圃
性
に
現
れ
る
)
。
従
っ
て
、
此
の
異
質
性
は
、
問
題
た
る
特
定
方
向
の
集
固
性
1

系
列
の
各
項

の
値
で
表
は
さ
れ
て
ゐ
る

l
に
影
響
を
奥
へ
る
。
此
の
影
響
を
除
却
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ロ
系
列
の
各
項
の
値
が
、
直
接
時
の
麗
化
の
影
響
を
受
け
た
結
果
を
合
ん
で
ゐ
る
。
従
っ
て
こ
れ
も
亦
除
却
し

(
此
の
結
果
は
大
量
の



な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

者
し
此
の
二
要
因
が
除
却
さ
れ
る
な
ら
、
少
な
く
と
も
結
果
に
於
い
て
、
輩
な
る
解
析
的
集
圏
の
構
成
因
子
た

る
大
量
に
於
け
る
異
質
性
が
除
か
れ
た
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
此
の
系
列
を
以
で
純
解
析
的
統
計
系
列
k
見

倣
す
こ
と
が
出
来
る
。

併
し
、
貫
際
問
題
と
し
て
、
之
を
如
何
に
し
て
除
却
す
る
か
は
園
難
な
問
題
で
あ
る
。
殊
に
イ
に
就
い
で
は
、

各
佃
の
場
合
に
就
い
て
理
論
的
に
研
究
す
る
よ
り
他
は
な
い
。
仁
行
最
色
一
般
的
に
採
り
得
る
方
法
は
、
問
題
に

る
集
闘
性
に
特
別
な
る
規
定
を
輿
へ
て
、
大
量
の
質
的
接
化
の
影
響
な
き
も
の
を
研
究
費
象
と
す
る
か
、
或
は
大

量
に
於
り
あ
賀
的
繭
型
化
を
無
税
す
名
こ
と
が
可
能
な
る
範
園
の
も
の
を
構
成
問
子
'
と
し
て
掠
る
こ
と
で
あ
る
。
か

か
る
場
合
じ
は
ー
の
時
の
掛
化
に
よ
る
結
果
だ
り
ff
除
却
宇
れ
ば
足
り
る
む
而
し
C
此
の
際
に
於
げ
る
時
め
要
悶

の
除
却
は
、
数
理
的
・
形
式
的
な
問
題
で
あ
る
。

な
ほ
、
右
の
如
〈
、
二
個
の
要
因
と
し
て
匝
別
し
な
い
場
合
或
は
匝
別
し
得
な
い
場
合
に
、
そ
れ
ら
の
影
響
に

ょ
♂
結
果
を
全
瞳
と
し
て
時
の
要
因
と
閥
係
せ
し
め
る
場
合
に
は
、
此
の
開
係
を
規
定
す
る
理
論
的
根
擦
が
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
賓
際
問
題
と
し
て
、
世
曾
科
皐
の
理
論
か
ら
、
か
か
る
規
定
を
奥
へ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

若
し
此
の
種
の
方
法
を
採
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
の
理
論
的
根
壊
を
奥
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
時
の
要
因
の
除

却
(
巴

E
-
E
t
oロ
ミ

5
5
p
n
Z『
凶
)
は
、
時
系
列
の
解
析
に
就
い
て
研
究
さ
れ
る
所
で
あ
る
が
、
先
の
場
合
弁
」
此

の
場
合
と
が
混
同
さ
れ
て
ゐ
る
。
従
来
、
敷
理
的
に
研
究
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
勿
論
先
の
場
合
で
あ
る
。

統
計
解
析
に
於
け
る
基
礎
的
問
題

第
三
十
八
巻

4二

九

第

披

九
九

金二



統
計
解
析
に
於
け
る
基
礎
的
問
題

七
三

O

第

就

一O
O

第
三
十
八
省

、
、
、
、
、
、
、

右
の
如

t
、
回
早
な
名
解
析
的
統
計
系
列
を
、
一
定
の
理
論
的
根
壊
に
於
い
て
補
整
或
は
純
化
し
、
之
を
純
解
析

的
統
計
系
列
と
同
一
に
扱
ふ
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
、
封
象
た
る
大
量
に
闘
寸
る
一
枇
曾
科
準
的
研
究

が
進
ん
で
、
正
確
な
る
理
論
的
根
醸
を
輿
へ
得
る
こ
と
、
統
計
が
豊
富
で
此
の
理
論
の
下
に
系
列
の
補
整
を
可
能

な
ら
し

U
る
材
料
を
輿
へ
得
る
こ
と
、
等
を
傑
件
k
す
る
o

併
し
、
か
が
る
場
合
に
は
、
本
来
の
純
解
析
的
統
計

系
列
と
異
な
り
、
一
定
の
理
論
的
根
擦
に
於
い
て
、
楠
解
析
的
統
計
系
列
と
見
倣
3
れ
る
の

C
あ
る
か
ら
、
理
論

の
正
否
、
補
轄
の
方
訟
の
如
何
に
よ
h
J
、
結
果
の
意
味
も
、
推
論
の
根
壌
と
し
て
の
確
貫
性
も
異
な
っ
て
く
る
。

之
に
劃
し
て
、
第
二
の
場
合
は
、
(
皐
な
る
)
解
析
的
統
許
系
列
を
以
て
、
此
の
系
列
が
記
載
す
る
所
の
解
析
的

集
園
の
概
括
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
卸
ち
、
解
析
的
統
計
集
囲
の
構
成
因
子
売
る
大
量
の
範
圏
内
で
.
其

慮
に
現
れ
る
一
般
性
を
敷
量
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
解
析
の
目
的
で
あ
る
。
従
っ
て
之
を
如
何
に
解
析
す
る

か
は
、
却
何
な
る
方
向
に
於
い
て
概
括
す
る
か
の
理
論
的
根
擦
の
如
何
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
戴
理

的
手
績
に
於
い
て
採
ら
れ
る
a

鞍
理
的
方
法
は
、
此
の
理
論
的
根
懐
に
於
い
て
選
揮
さ
れ
、
其
の
意
味
に
於
い
て
使

は
れ
る
所
の
一
の
手
段
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、
此
の
場
合
に
於
い
て
は
、
解
析
の
結
果
は
、
系
列
の
基
礎
た
る
解
析

的
統
計
集
園
の
一
の
概
括
的
記
載
結
果
で
、
そ
れ
自
身
と
し
て
は
、
何
等
推
論
的
意
味
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。

従
っ
て
之
を
以
で
一
般
的
推
論
を
下
し
、
或
は
持
家
を
濠
測
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
理
論
或
は
経
験
の
基
礎
地
盤
が

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
統
計
解
析
は
此
の
第
二
の
場
合
の
意
味
に
於
い
で
贋
〈
行
は
れ
る
所
で
、
之
を
有
効
な
ら
し

h
u

る
方
法
を
採
る
こ
と
は
、
統
計
利
用
上
極
め
て
重
要
で
あ
る
。


